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木城町告示第19号 

 平成24年第４回木城町議会定例会を、次のとおり招集する。 

    平成24年８月31日 

                                木城町長 田口 晃史 

１ 期 日  平成24年９月７日（金）午前９時 

２ 場 所  木城町議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

後藤 和実君          堀田 燧幸君 

原   博君          税田 輝房君 

神野 源生君          山田 秋吉君 

宮﨑 勝正君          中竹 義一君 

中村 一也君          甲斐 政治君 

────────────────────────────── 

○９月10日に応招した議員 

同上 

────────────────────────────── 

○９月14日に応招した議員 

同上 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

 
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 

平成24年 第４回（定例）木 城 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             平成24年９月７日（金曜日） 

 

議事日程（第１号） 

                         平成24年９月７日  午前９時00分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

      １）議長の諸般の報告 

        ①議長の会務報告 

        ②例月現金出納検査結果の報告 

        ③議員派遣の報告 

      ２）町長の行政報告 

        ①町長の政務報告 

        ②報告第３号 平成２３年度健全化判断比率について 

        ③報告第４号 平成２３年度資金不足比率について 

      ３）その他の行政報告 

        ①報告第５号 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価等について 

 日程第４ 議案第44号 木城町税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第５ 議案第45号 道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第６ 議案第46号 宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

 日程第７ 議案第47号 平成２３年度木城町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 議案第48号 平成２３年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

 日程第９ 議案第49号 平成２３年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第10 議案第50号 平成２３年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第11 議案第51号 平成２３年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第12 議案第52号 平成２３年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第13 議案第53号 平成２４年度木城町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第14 議案第54号 平成２４年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 
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 日程第15 議案第55号 平成２４年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第16 議案第56号 平成２４年度木城町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第17 議案第57号 教育委員会委員の任命について 

 日程第18 議案第58号 工事請負契約について 

 日程第19 議案第59号 工事請負契約について 

 日程第20 決算審査報告 

 日程第21 決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

 日程第22 委員会付託の省略 

 日程第23 議案に対する質疑 

 日程第24 各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

 日程第25 散会 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸報告 

      １）議長の諸般の報告 

        ①議長の会務報告 

        ②例月現金出納検査結果の報告 

        ③議員派遣の報告 

      ２）町長の行政報告 

        ①町長の政務報告 

        ②報告第３号 平成２３年度健全化判断比率について 

        ③報告第４号 平成２３年度資金不足比率について 

      ３）その他の行政報告 

        ①報告第５号 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価等について 

 日程第４ 議案第44号 木城町税条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第５ 議案第45号 道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定について 

 日程第６ 議案第46号 宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

 日程第７ 議案第47号 平成２３年度木城町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 議案第48号 平成２３年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 
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 日程第９ 議案第49号 平成２３年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第10 議案第50号 平成２３年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第11 議案第51号 平成２３年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第12 議案第52号 平成２３年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第13 議案第53号 平成２４年度木城町一般会計補正予算（第２号） 

 日程第14 議案第54号 平成２４年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第15 議案第55号 平成２４年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第16 議案第56号 平成２４年度木城町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 日程第17 議案第57号 教育委員会委員の任命について 

 日程第18 議案第58号 工事請負契約について 

 日程第19 議案第59号 工事請負契約について 

 日程第20 決算審査報告 

 日程第21 決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

 日程第22 委員会付託の省略 

 日程第23 議案に対する質疑 

 日程第24 各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

 日程第25 散会 

────────────────────────────── 

出席議員（10名） 

１番 後藤 和実君       ２番 堀田 燧幸君 

３番 原   博君       ５番 税田 輝房君 

６番 神野 源生君       ７番 山田 秋吉君 

８番 宮﨑 勝正君       ９番 中竹 義一君 

10番 中村 一也君       11番 甲斐 政治君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長 中村 宏規君   議事調査係長 鍋倉 貴行君 
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書  記 眞﨑 哲子君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長  田口 晃史君   副町長  半渡 英俊君 

教育長  小野 順章君   総務課長  横田  学君 

財政課長  田中 義彦君   会計管理者  加藤 伸一君 

企画課長  渕上 達也君   環境整備課長  間卋田辰郎君 

教育課長  長友 英親君   税務課長  伊藤  章君 

福祉保健課長  石井 雄二君   町民課長  橋本未知男君 

産業振興課長  中井 諒二君   監査委員  桑原 正憲君 

教育委員長  原  朋輝君                      

 

午前９時00分開会 

○事務局長（中村 宏規君）  皆様、おはようございます。 

 議会の開会に先立ちご案内いたします。携帯電話をお持ちの方はマナーモードにされるか、電

源をお切りくださるようお願いいたします。いま一度ご確認ください。 

 それでは、皆様ご起立ください。一同、礼。ご着席ください。 

○議長（甲斐 政治）  おはようございます。定刻になりました。ただいまの出席議員は１０名で

す。ただいまから平成２４年第４回木城町議会定例会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。平成２４年第４回木城町議会定例会の会期日程予定表及び本

日の議事日程については、９月３日に開催いたしました議会運営委員会で協議の上、あらかじめ

お手元に配付したとおりであります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（甲斐 政治）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、９番、中竹義一君、１０番、中村一也

君を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期の決定 

○議長（甲斐 政治）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日から９月１４日までの８日間にしたいと思います

が、これにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  ご異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から９月

１４日までの８日間に決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．諸報告 

○議長（甲斐 政治）  日程第３、諸報告を行います。 

 これより議長の諸般の報告について、議長の会務報告、例月現金出納検査の結果の報告、議員

派遣の報告を行います。 

 まず、議長の会務報告を行います。 

 別紙、議長の会務報告により、主なものを報告いたします。 

 ６月議会定例会以降の会務について報告いたします。６月２８日、２９日、児湯郡市町村議会

議長、局長行政調査を兵庫県豊岡市と大阪市中央卸売市場で行いました。豊岡市では災害時の要

援護者対策についてでありますが、災害時要援護者登録制度を身体の状態、世帯の状況に応じ、

避難行動要支援者と情報伝達等要支援者に区分している点が特徴であります。詳細な資料は、総

務課または福祉保健課に提出してありますのでごらんいただきたいというふうに思っております。 

 これまで防災関係で幾つかの先進地を見てきましたが、共通することは過去に大きな災害を経

験し、その教訓が生かされていることであります。本町におきましては、幸いなことに大きな災

害がありませんが、今後想定される災害について対策を講じることはとても大切であり、現在取

り組んでおられる防災講座は有効な対策として進めていただきたいと思います。 

 次に、大阪中央卸売市場での研修で印象に残りましたのは、市場関係者にとりましても農家の

後継者、担い手が減少することで、生産地、品質、品目が変わってしまうことに危機感を持って

いるということであります。行政、団体と一体となって担い手対策に取り組んでいただきたいと

の要望でありました。それから、宮崎の農家はコストがかからない露地栽培に力を入れたらどう

かという提言もいただいたところであります。 

 ７月１２日、東九州自動車道・九州中央自動車道建設促進総決起大会が延岡市で行われ、税田

産業建設常任委員長、所管職員と参加をいたしました。医療と道路の関係について、宮崎大学医

学部附属病院長の池ノ上先生による基調講演と地域代表の意見発表、決議文の採択があり、頑張

ろうコールで決起大会が終わりました。 

 ７月２０日、平成２４年度東九州自動車道・国道建設促進宮崎県期成同盟会総会が宮崎市で行

われ、２３年度事業報告、歳入歳出決算の承認と２４年度の事業計画、歳入歳出予算の承認、役

員の選任の同意をいたしました。会長に県議会議長の外山三博議長に決まったところであります。

会に先立ち、河野知事の来賓挨拶があり、古事記編さん１３００年の取り組みと道路の必要性に



- 7 - 

ついてお話があったところであります。 

 ８月２日、宮崎県町村議会正副議長研修会及び地方行政問題協議会に原副議長、局長と参加を

しております。研修におきましては、拓殖大学地方政治センター長の竹下譲先生の地方議会の改

革と活性化と題しての講演があり、今の議会の活動で最も重要なものは２つある。１つは一般質

問、もう１つは議案の審議である。さらに一般質問での要請を効果あるものにするためには、そ

の要請を議会の要請にする必要があり、「言いっぱなし」ではなく、議会として検討する必要が

あるとの話でありましたが、改めて実感したところであります。 

 地方行政問題協議会におきましては、県知事、県議会議長のご臨席をいただき、１７町村より

提出いたしました要望を直接知事に手渡し、所信を伺って意見交換をいたしました。その後、知

事ほか各課の管理職の皆さんと懇親会を行ったところであります。 

 ８月３日、平成２４年度東九州自動車道建設促進地方大会が宮崎市シーガイアで行われ、後藤

産業建設常任副委員長、所管課職員で出席をしております。県内はもとより鹿児島県、大分県、

福岡県より多くの参加があり盛大に催されました。その中で、２８年度の供用部分については大

分県、宮崎県の関係者により２６年度に供用を前倒しするよう一体となって要望していくとの力

強い言葉があったところであります。 

 ８月１６日から１７日、児湯郡市町村議会議長会並びに正・副議長研修会が西米良村で開催さ

れ、局長と出席いたしました。議長会事業の前期分の反省と後期分の計画について協議するとと

もに、西都市議長より提案された国の指導による二次医療圏見直し検討について、児湯郡市一体

となって意見書の提出について協議をいたしました。地域医療の安定的確保の観点から十分な協

議が必要であり、今後状況によって意見書の提出に向けて行動することにいたしました。 

 ８月２３日、第２回木城町議会歴代議長会を町内で行い、７名のご参加をいただき、和やかに

会食をしながら意見交換をいたしました。大変喜ばれて次回の開催も要望され、盛会のうちに終

了したところであります。 

 以上で、会務報告を終わります。 

 次に、例月現金出納検査結果の報告については、別紙がお手元に配付してありますので、それ

により報告にかえます。 

 次に、議員派遣の報告を行います。 

 会議規則第１２０条第１項の規定により議員派遣された件は、別紙、議員派遣の報告のとおり

でありますが、報告書１番、東九州自動車道・九州中央自動車道建設促進総決起大会の件、報告

書３番、宮崎県町村議会正副議長研修会及び地方行政問題協議会の件、報告書４番、平成２４年

度東九州自動車道建設促進地方大会の件については、先ほどの議長の会務報告の中で報告いたし

ましたので省略いたします。 
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 次に、報告書２番、議会運営委員会正副委員長研修会の件について、８番、宮﨑勝正君の登壇

報告を求めます。８番。 

○議員（８番 宮﨑 勝正君）  それでは、議員派遣の件で報告いたしたいと思います。 

 議会運営委員会の正副委員長研修会が、７月２５日、宮崎のニューウェルシティ宮崎で行われ

たわけでございます。講師が、全国都道府県議会議長会元議事調査部長の野村稔先生よりの研修

会でございました。 

 この研修会で私たち議会運営委員会が特に感じたことは、今までこういう機会もありませんで

したが、初めての研修会でした。その中で、議運の責任の重さをつくづく感じたところでござい

ます。 

 議運の所管事項は、議会の運営、会議規則、委員会条例等の制定、それから議長の諮問という

こと。３つの柱で議運は行っておるところでございます。 

 その中で、特に議運での意思決定の件でございますが、お互い議員同士で意見を出し合いなが

ら、なるべく全会一致となるようにするのが基本でございます。どうしても全会一致になるのに

反対の立場からいろいろと意見が出るかと思いますが、そういう場合は、お互いに互助をしなが

ら全会一致となるようにもっていくのが議運の立場でございます。どうしても一致しないときは、

やむを得ずに採決をするということになるんですが、これは特別委員会等々でやっておるとおり

でございまして、多数決でしなきゃいけませんが、そうなる前にどうしても全会一致にもってい

くというのが基本でございますので、そういう点においても、今までやっておった議会運営委員

会の委員会の中のまとめを間違っておった点があったかなというふうに思うところでございます。 

 特に、議運の委員長、副委員長は議長を支える立場でありますので、議長と対立する議員を委

員長、副委員長に互選するのはおかしいという話もありましたが、これは本当、今まで私たちは

そういうことを考えなしにやっておったんじゃないかなというふうに思っておるところでござい

ます。 

 それから、議運の委員の任期ですが、議運は協議機関でありますので、委員の任期が短くては

協議の効果を上げることが困難であるということで、これは議長より諮問を受けたときに、今う

ちの委員会では２年が任期でございますので、２年間のうちに結論を出すのが難しいという案件

もあるかと思います。そうことがありますので、できるならば任期は４年が好ましいんではない

かということも話があったところでございます。 

 その他いろいろとありますが、資料が皆さんのお手元に持ってきてあるかと思いますし、また

皆さん方から質問等があれば、またそのときにお答えしていきたいというふうに思っております。 

 以上で、議会運営委員会の正副委員長の研修の報告を終わらせていただきます。 

○議長（甲斐 政治）  ８番、宮﨑勝正君の報告が終わりました。 
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 なお、平成２４年第２回木城町議会定例会において、平成２４年７月１３日から１４日の２日

間、福岡県で開催される自治振興セミナーに、後藤和実君と甲斐政治の２名を議員派遣すること

に決定いたしましたが、派遣当日、悪天候のために交通機関が運休したため、派遣を取りやめた

ことをあわせて報告いたします。 

 以上で、議員派遣の報告が終わりました。これで議長の諸般の報告を終わります。 

 次に、町長の行政報告を行います。 

 まず、町長の政務報告について、次に報告第３号平成２３年度健全化判断比率について、報告

第４号平成２３年度資金不足比率について、町長の報告を求めます。町長。 

○町長（田口 晃史君）  平成２４年第４回木城町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の

皆様には何かとご多用の中ご出席をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

 ６月定例議会以降の政務について、主な事項のみ報告をさせていただきます。 

 初めに、６月の２４日でありますが、先ほど議長もちょっと触れられましたが、第１回の木城

町民防災講座を開催をさせていただいたところであります。２４０名を超える参加者がありまし

て、初めての講座でございましたが、自然災害に対しての認識、知識等を持つ上で十分な講演、

講座であったとそのように考えております。 

 次に、７月の１日ですが、第５７回木城町消防団操法大会を実施をしたところであります。団

員も忙しい中に日ごろ大変厳しい訓練をしておるわけでございますが、一生懸命に取り組む姿勢、

その成果が十分に発揮されたよい操法大会であったとそのように考えております。 

 次に、７月の２０日でございますが、木城町自衛防疫推進協議会の総会を開催をしたところで

ございます。口蹄疫等の発生もありまして、家畜伝染病等を二度と発生させないという取り組み

が大変大事でありまして、防疫を重視した家畜の経営を生産者自ら自覚してほしいということと、

自衛防疫推進協議会といたしましては、これから必要な消毒薬等の配付を積極的に行って、農家

の指導をしていくということを取り決めたところでございます。 

 次に、８月の２日でございますが、２３年度決算審査総評を監査委員のほうからいただいたと

ころでございます。いろいろご指摘等をいただきましたが、真摯に受けとめまして、将来にわた

って財政の健全化、安定に向けて、さらに努力をしてまいりたいというふうに決意を新たにした

ところでございます。 

 次に、８月の６日でございますが、宮崎県北部地区グラウンドゴルフ交流大会が、中八重の緑

地公園で開催をされました。副議長と私と出席をしたところでございますが、４００名を超える

方々が、非常に設置場所、グラウンドの状況について好評でございまして、少しずつではござい

ますが緑地公園が知られるようになってきたとそのように実感をいたしました。今後さらにＰＲ

をしていって、十分な活用ができるように努めてまいりたいとそのように考えております。 
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 次に、８月の９日でございますが、第２８回木城町肉牛枝肉共励会を開催をミヤチク都農工場

で開催をしたところでございます。３年ぶりの開催ということになったところですが、２８頭出

品をしていただきまして、Ａの４、５がそのうち２６頭、Ａ３が２頭ということで、大変よい成

績であったという講評等もいただいたところでございます。 

 次に、１５日でございますが、木城町戦没者供養祭を城山公園で忠魂碑前で行ったところでご

ざいます。約１００名の参加をいただきまして、改めて戦没者の供養と、そして平和への誓いを

新たにしたところでございます。 

 次に、同日ですが、第３回木城町盆踊り大会がコミュニティ広場で開催をされました。今回は

天候にも恵まれまして大変盛会であったところですが、さらに多くの方の参加をいただいて定着

をしていきたいと、そのように考えたところでございます。 

 次に、８月の２４日でありますが、西都児湯環境整備事務組合議会臨時会が、クリーンセン

ターで開催をされました。議長、総務委員長が議員になっておられますが、設定地域周辺の同意

等について、西都市のほうでお骨折りをいただいておりますが、一部まだ異論もあるところでご

ざいまして、設置に伴います関連の事業費等については、当分予算計上は時間がかかるんじゃな

いかと、そのように考えているところでございます。 

 次に、２４日でございますが、児湯農協施設園芸部会「生産者大会」が西都市で開催をされま

して、約４５０名を超える生産者、それから市場関係者１１社の方が参加をされておりまして、

特に今回、市場関係で岩手県あたりから市場の皆さんが参加をされておったということ。ちょっ

と意外だなというふうに思ったところでございますが、やはり安全、安心、そしてよい商品を消

費地に提供するといいますか、出荷するということが強く求められた大会であったとそのように

考えております。 

 次に、２６日ですが、木城町防災講演会を実施をいたしまして、地域防災組織のあり方とその

取り組み等について大変有意義な講座であったとそのように考えております。 

 ９月の３日でありますが、木城町交通安全対策協議会を開催をいたしまして、この２１日から

３０日まで１０日間開催されます秋の全国交通安全運動等について協議をしたところでございま

す。当日は、高鍋警察署長、鬼塚署長もお見えになりまして、ご指導をいただいたところであり

ます。 

 次に、９月６日でございますが、西都児湯森林管理署長が来庁をされました。この内容につき

ましては、災害発生時における食料支援等について新しいマニュアルができたということで、そ

の説明にお見えになったところでございます。災害等が発生した場合、木城町に食料を支援する

という取り決めでございます。今後、具体的な協議等については、内容等については森林管理署

と協議を行ってまいりたいとそのように考えております。 
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 以上で、政務報告を終わらせていただきます。 

 次に、報告第３号でございます。報告第３号は、平成２３年度健全化判断比率についてであり

ます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、監査委員の意見を付し

て報告するものであります。 

 実質公債比率は８.８％となっており、早期健全化基準の２５％を下回っております。したが

いまして、赤字もなく将来負担比率も発生いたしません。 

 次に、報告第４号であります。報告第４号は、平成２３年度資金不足比率についてであります。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、監査委員の意見を付

して報告するものであります。 

 いずれの会計も資金不足はありません。 

 以上で、政務報告並びに報告を終わらせていただきます。 

○議長（甲斐 政治）  町長の行政報告が終わりました。 

 次に、その他の行政報告を行います。 

 報告第５号教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価等について、教育委員会委員

長の報告を求めます。教育委員会委員長。 

○教育委員長（原  朋輝君）  報告第５号は、教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び

評価等についてでございます。 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の第２７条第１項の規定によりまして、平成２３年

度の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価につきまして、教育委員会評価委員に

よります意見を踏まえて報告するものであります。 

 平成２３年度は石河内小学校が閉校されたところでありますが、このことにつきましては保護

者と地域の方々の深いご理解を賜り、教育委員会といたしましても重い決断でございましたが閉

校とさせていただきました。 

 学校教育におきましては、小学校１年生の一部の児童が授業中に集中できない、授業に集中で

きない、いわゆるプロブレムがありました。その改善はなされたところであります。 

 また、学力向上サポーターを小学校、中学校合わせて４名を配置していただいたことや、特別

支援学級を１クラスふやしていただいたことなどで、確かな学力の向上が図られたと評価をいた

だきました。 

 以上で、報告を終わります。 

○議長（甲斐 政治）  その他の行政報告が終わりました。 

 これで諸報告を終わります。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議案第４４号 

日程第５．議案第４５号 

日程第６．議案第４６号 

日程第７．議案第４７号 

日程第８．議案第４８号 

日程第９．議案第４９号 

日程第１０．議案第５０号 

日程第１１．議案第５１号 

日程第１２．議案第５２号 

日程第１３．議案第５３号 

日程第１４．議案第５４号 

日程第１５．議案第５５号 

日程第１６．議案第５６号 

日程第１７．議案第５７号 

日程第１８．議案第５８号 

日程第１９．議案第５９号 

○議長（甲斐 政治）  次に、議案上程を行います。 

 提出された日程第４、議案第４４号から日程第１９、議案第５９号に至る議案については、朗

読は省略し、町長から一括して提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（田口 晃史君）  上程いただきました議案第４４号から第５９号に至る１６議案について、

一括して提案理由の説明を申し上げます。 

 議案第４４号は、木城町税条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 今回の改正は、寄附金税額控除のための宮崎県条例の一部改正に伴い、木城町税条例の一部を

改正するものであります。 

 議案第４５号は、道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 道路法施行令及び宮崎県道路占用料徴収条例の一部改正に伴い、道路占用料徴収条例の一部を

改正するものであります。 

 議案第４６号は、宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更についてであります。 

 住民基本台帳法の一部改正に伴い、宮崎県後期高齢者医療広域連合に対し、構成市町村が負担

する共通経費の高齢者人口割及び人口割に係る規定を改めるため、宮崎県後期高齢者医療広域連

合規約を変更することについて、地方自治法第２９１条の１１の規定により議会の議決を求める
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ものであります。 

 議案第４７号は、平成２３年度木城町一般会計歳入歳出決算認定についてであります。 

 東日本大震災により我が国の経済活動は深刻な打撃を受け、平成２３年度は厳しい状況からの

スタートとなりました。その後、官民総力を結集した復旧・復興を通して立て直しが図られまし

たが、夏以降は急速な円高の進行や欧州政府債務危機等により、景気の持ち直しが緩やかなもの

となったところであります。 

 本町においては、小丸川発電所の固定資産税により収支の均衡はとれましたが、起債償還や特

別会計繰出金が将来の財政圧迫の要因となることが予想されるなど、今後も厳しい財政状況に変

わりはなく、これまで以上の財政健全化に努め、町民本位の福祉の向上と地域の発展を図りなが

ら財政運営を進めたところでございます。 

 平成２３年度当初予算は３４億５,８００万円でしたが、補正予算等によって最終予算は

４４億４４０万２,０００円となり、前年度予算額５０億１７８万７,０００円と比較しますと

１１.９％減の予算規模となりました。 

 この予算に対し、決算額は、歳入４２億９,６３３万１,０００円、歳出４１億２５４万

５,０００円、翌年度に繰り越すべき財源２,１２５万円、実質収支額１億７,２５３万

６,０００円となりました。 

 なお、歳入歳出の状況につきましては、別紙説明資料のとおりでございます。お目通しをお願

いいたしたいと思います。 

 議案第４８号は、平成２３年度木城町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定についてで

あります。 

 平成２３年度決算は、歳入９億１９０万７,０００円、歳出８億１,８３３万９,０００円で、

差し引き８,３５６万８,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、国庫支出金が２億５,１２７万６,０００円で２７.９％、国民健康保険税が１億

５,３９８万７,０００円で１７.１％の順となっております。 

 歳出は、保険給付費が５億６,３９７万８,０００円で６８.９％、共同事業拠出金が

９,８８７万１,０００円で１２.１％の順となっております。 

 議案第４９号は、平成２３年度木城町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてであり

ます。 

 平成２３年度決算は、歳入１億２,２２４万８,０００円、歳出１億１,３７６万３,０００円で、

差し引き８４８万５,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、使用料及び手数料が８,４２５万４,０００円で６８.９％、繰入金が２,４８１万

８,０００円で２０.３％、繰越金が１,１００万円で９％の順となっております。 
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 歳出は、簡易水道費が６,６００万５,０００円で５８％、公債費が４,７７５万８,０００円で

４２％の順となっております。 

 議案第５０号は、平成２３年度木城町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定についてでありま

す。 

 平成２３年度決算は、歳入２億２,７９４万２,０００円で、歳出２億２,１８９万７,０００円

で、差し引き６０４万５,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、繰入金が１億３,０８０万４,０００円で５７.４％、町債が３,４２０万円で１５％、

国庫支出金が２,６９４万円で１１.８％の順となっております。 

 歳出は、公共下水道費が１億２,７７６万８,０００円で５７.６％、公債費が９,４１２万

９,０００円で４２.４％の順となっております。 

 議案第５１号は、平成２３年度木城町介護保険特別会計歳入歳出決算認定についてであります。 

 平成２３年度保険事業勘定の決算は、歳入５億１,８９３万１,０００円、歳出５億８１万

７,０００円で、差し引き１,８１１万４,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、支払基金交付金が１億２,９２８万２,０００円で２４.９％、国庫支出金が１億

２,６８０万１,０００円で２４.４％、繰入金が９,２６７万円で１７.９％の順となっておりま

す。 

 歳出は、保険給付費が４億２,７９６万円で８５.５％を占めております。 

 サービス事業勘定の決算は、歳入８２９万４,０００円、歳出７５０万２,０００円で、差し引

き７９万２,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、サービス収入３２３万９,０００円で３９.１％、繰入金３０９万６,０００円で

３７.３％の順となっております。 

 歳出は、サービス事業費３９２万１,０００円で５２.３％、諸支出金１９５万９,０００円で

２６.１％の順となっております。 

 議案第５２号は、平成２３年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定についてであ

ります。 

 平成２３年度決算は、歳入５,６３３万９,０００円、歳出５,５１４万２,０００円で、差し引

き１１９万７,０００円の実質収支額となりました。 

 歳入は、後期高齢者医療保険料２,８３７万４,０００円で５０.４％、繰入金２,６５４万

８,０００円で４７.１％の順となっております。 

 歳出は、後期高齢者医療広域連合納付金が４,７６１万４,０００円で８６.３％を占めており

ます。 

 議案第５３号は、平成２４年度木城町一般会計補正予算（第２号）であります。 
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 補正予算第２号は、予算の総額に歳入歳出それぞれ３億５００万円を追加し、予算の総額をそ

れぞれ４２億８,６００万円にするものであります。 

 歳入の主なものは、町税２億８,０９２万５,０００円、県支出金１,５２３万８,０００円等で

あります。 

 歳出の主なものは、総務費２億１,０８１万３,０００円、土木費３,７２４万６,０００円等で

あります。 

 議案第５４号は、平成２４年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）であります。 

 補正予算第２号は、予算の総額に歳入歳出それぞれ１,０３８万４,０００円を追加し、予算の

総額をそれぞれ４億１,２０３万９,０００円にするものであります。 

 歳入は、繰入金６９０万円、繰越金３４８万４,０００円であります。 

 歳出は、簡易水道費６９０万円、予備費３４８万４,０００円であります。 

 議案第５５号は、平成２４年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号）であります。 

 補正予算第２号は、予算の総額に歳入歳出それぞれ４３６万９,０００円を追加し、予算の総

額をそれぞれ１億７,４２０万７,０００円にするものであります。 

 歳入の主なものは、繰越金４３６万９,０００円であります。 

 歳出は、公共下水道費２８０万円、予備費１５６万９,０００円であります。 

 議案第５６号は、平成２４年度木城町介護保険特別会計補正予算（第１号）であります。 

 補正予算第１号は、保険事業勘定の予算の総額に、歳入歳出それぞれ２,１２０万円を追加し、

予算の総額をそれぞれ５億９,５２０万円に、サービス事業勘定の予算の総額に、歳入歳出それ

ぞれ１４０万円を追加し、予算の総額をそれぞれ８４０万円にするものであります。 

 保険事業勘定の歳入の主なものは、繰越金１,８１１万２,０００円、保険料２７６万

５,０００円等であります。 

 歳出の主なものは、諸支出金１,３３６万９,０００円、保険給付費７７１万１,０００円等で

あります。 

 サービス事業勘定の歳入は、繰越金７９万円、繰入金６１万円であります。 

 歳出は、諸支出金７９万１,０００円、サービス事業費６０万９,０００円であります。 

 議案第５７号は、教育委員会委員の任命についてであります。 

 教育委員会委員であります鍋倉節子氏の任期が、平成２４年９月２３日で満了となりますので、

後任に柄本奈津美氏を任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項

の規定により議会の同意を求めるものであります。 

 なお、委員の任期は４年となっております。 

 議案第５８号は、工事請負契約についてであります。 
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 木城温泉館「湯らら」改修工事を施工するにあたり、８月２８日、指名競争入札により、吉原

建設株式会社代表取締役岩本光男が、２億８,３００万円で落札し、取り引きにかかる消費税

１,４１５万円を加え、２億９,７１５万円で契約するもので、地方自治法第９６条第１項第５号

の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５９号は、工事請負契約についてであります。 

 平成２４年度生活基盤近代化事業中央地区簡易水道浄水場築造工事を施工するに当たり、８月

２８日、指名競争入札により、理水科学株式会社南九州営業所所長川路優治が２億５,８００万

円で落札し、取り引きにかかる消費税１,２９０万円を加え２億７,０９０万円で契約するもので、

地方自治法第９６条第１項第５号の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 以上で、提案理由の説明を申し上げましたが、ご審議いただき、全議案議決くださるようお願

いを申し上げます。 

○議長（甲斐 政治）  町長の提案理由説明が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２０．決算審査報告 

○議長（甲斐 政治）  日程第２０、決算審査報告を行います。 

 平成２３年度の一般会計及び特別会計の決算について、代表監査委員より決算審査の報告をお

願いいたします。代表監査委員。 

○監査委員（桑原 正憲君）  平成２３年度木城町一般会計、特別会計歳入歳出決算審査意見書。

木城町定額資金運用基金の運用状況調査審査意見書の報告をいたします。 

 この表を、決算書をお持ちでしょうか。この表に沿っていきたいと思います。 

 平成２４年７月４日から平成２４年８月１日までの７日間、中竹監査委員と審査いたしました。

その結果を報告いたします。 

 ２ページにまいります。先ほどの町長さんの数字と合致するところもありますけど、一応報告

させてもらいます。平成２３年度、全会計決算状況です。 

 一般会計が、歳入総額４２億９,６３３万５２８円、それから特別会計、国保、下水道ほかで

合計６１億３,１９９万６０６円。それから、歳出総額、一般会計が４１億２５４万５,２２８円、

これに加わる国保、水道、その他で歳出総額５８億２，０００万５,０９７円となっております。

これは先ほどおっしゃいましたとおり。 

 それから、３ページ、決算の概要、一般会計。 

 平成２３年度の一般会計決算状況は上の表のとおりです。 

 歳入総額は４２億９,６３３万円、前年度と比べ６億８,８４９万２,０００円の減となってお

ります。歳出総額は４１億２５４万５,０００円で、前年度と比べ６億７,０１５万８,０００円
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の減であった。 

 歳入歳出差引額は１億９,３７８万５,０００円となっており、翌年度へ繰り越すべき財源

２,１２５万円を差し引いた実質収支額は１億７,２５３万５,０００円である。この実質収支額

から前年度実質収支額を差し引いた単年度収支は１,１６０万円のマイナスとなっております。

財政調整基金積立金が６億６,０００万円を控除した実質単年度収支は６億４,８３９万

９,０００円の黒字となっております。 

 ほかの各市町村は数字的に大変苦労しております。木城町の６億４,８００万円ということは

すごくいい数字ではなかったかと思っております。 

 それから、４ページに移ります。歳入決算について。 

 平成２３年度一般会計歳入総額は４２億９,６３３万円で、前年度と比較して６億８,８４９万

２,０００円の減であり、調定額に対する収入率は９６.６％でありました。 

 前年度と比較した増額の主なものは、町税３億６,８１９万３,０００円で、減額の主なものは、

繰越金４億７,０００万円、国庫支出金１億６,３１０万９,０００円、繰入金１億４,３３２万

２,０００円、町債１億３,４００万円であります。 

 それから、５ページに移ります。自主財源と依存財源の状況。 

 財源の構成比を見ると、平成２３年度は、自主財源８２.５％、国・県依存財源１４.７％、そ

の他２.８％であった。自主財源については、町税、固定資産税収入増により、前年度と比べ構

成比は１５％増、増減率は５.４％となっております。 

 それから、６ページにまいります。町税の収納状況です。 

 町税の収納状況については上記２表のとおりであります。 

 調定額に対する収納率は９９.２％となっており、前年度と比較すると０.２％の増であります。

収入未済額は１,９７０万１,４７２円であり、前年度の２,６１８万７,６３５円から６４８万

６,１６３円の減であります。このうち５６５万８,８９９円は不納欠損処理されています。前年

度と比べた主な増減額は、法人、町民税が２,２３０万６,６００円の減で、固定資産税は３億

８,８４４万３,４７８円の増でありました。 

 それから、７ページに移ります。町税の不納欠損内訳は表のとおりです。 

 平成２３年度の不納欠損額は５６５万８,８９９円、３０人、３４０件で、前年度と比べると

２７８万９,７３４円の増であり、特に固定資産税については３０３万２,８４０円の増であった。

主な理由として、処分すると窮迫するものであり、欠損の処理については地方税法に基づいて適

正に行われたものと認めました。残りの滞納債務についても欠損予備軍的なものもあり、やむを

得ない場合を除き、他に連鎖的に滞納を助長させないよう万全の策を講じて全ての交渉経過を記

録し、その徴収に最善の努力を要望したいと思います。 
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 それから、地方交付税。平成２３年度の地方交付税は、特別交付税のみで４,１９２万

９,０００円であり、前年度と比べ７,７５２万４,０００円の大幅な減となっております。 

 それから、分担金及び負担金。分担金及び負担金の収入状況は上記のとおりであります。児童

福祉費負担金、保育料の収入未済額が３４万８９０円であり、前年度の５５万１,４９０円から

２１万６００円の減となっております。引き続き収入未済額の解消には特段の努力を行うととも

に、特に退所後の徴収になることのないよう指導徹底をお願いしたいと思います。 

 それから、使用料及び手数料。使用料及び手数料の不納欠損額は３万３,９００円で、町税督

促手数料であります。収入未済額は６７９万７,８３５円であり、主なものは総務使用料のイン

ターネット使用料の１６５万７９０円、前年度１８６万３,４２０円。町営住宅使用料４９５万

５,７４５円、前年度８５２万８,０１７円であり、住宅使用料については大幅な減額であり、徴

収の努力がなされていたと思います。今後も多額滞納者に対する厳正な処置と滞納解消に向けて

努力されたい。 

 それから、収入未済額について。平成２３年度の一般会計の収入未済額は１億４,４８５万

８,１９７円であり、前年度と比較して１億１７２万１,３２５円の増となっています。繰越明許

費の財源である国庫支出金を除いた収入未済額は全て減少しており徴収に対する努力の成果が見

られました。 

 １０ページにおきまして、歳出決算について。 

 平成２３年度一般会計歳出予算額は４４億４４０万２,０００円で、前年度と比較して５億

９,７３８万５,０００円の減であります。支出済額は４１億２５４万５,０００円で、前年度と

比較して６億７,０１５万８,０００円の減であります。前年度の増減率を見ると増の主なものと

して、商工費、企業立地奨励条例既存工場等関連設備補助金、木城町プレミアム商品券発行助成

事業補助金等によるものとなっております。 

 それから、１１ページはごらんのとおりで、１２ページも見ていただきたいと思います。 

 それから、補助金の交付の状況、１３ページですけど、先ほどプレミアムの話をしましたが、

これで見ていただきたいと思います。 

 それから、決算統計資料に基づく財政指標について。実質収支比率、これは平成２３年度の実

質収支比率は５.６％となっておりまして、前年度と比較して０.９ポイントの減となっておりま

す。これは良好と思慮されます。 

 それから、経常収支比率、平成２３年度は６５.７％で、前年度と比較して６.１ポイント減と

なり、さらなる良好な数値となっております。 

 財政力指数、平成２３年度の指数は１.０４７で、前年度より０.０１ポイントの減であります。

これも良好と思慮されます。 
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 公債費比率、平成２３年度の公債費比率は５.０％で、前年度から１.３ポイントの減であった。

これも良好と思慮されます。 

 それから、１５ページの財産管理は見ていただければ――見てください。 

 それから、有価証券、出資による権利、これは平成２２年度と同じ数字で推移しております。

これも見ていただきたいと思います。 

 それから、１６ページの基金。 

 地方自治法第２４１条第１項前段、特定の目的のために財産を維持し、資金を積み立てる目的

で次の基金を設けて運用されているが、いずれも法令、条例に基づいて、おおむね適正な管理が

なされていることを認めた。 

 各基金の平成２３年度末現在高は次のとおりであります。これは見てください。お願いします。 

 それから、１７ページも前年度とあまり変わってないというような形で、見ていただきたいと

思います。 

 それから、定額資金、１８ページの定額資金運用基金の運用状況。 

 この審査の結果での意見ですけど、５基金が設定されているが、いずれも法令、条例に基づい

て、おおむね適正な運用がなされ、計数及び証拠書類と合致して正確であることを認めました。

基金の償還遅延のものがあり、解消に一層の努力を要望します。数字は、基金の運用状況は、次

の表の、下の表のとおりでございます。 

 以上、一般会計の報告を終わります。 

 次に、１９ページの特別会計。 

 国民健康保険の収支状況。 

 平成２３年度の決算額は上表のとおりであります。歳入総額９億１９０万６,０００円、歳出

総額８億１,８３３万８,０００円で、歳入歳出差し引き８,３５６万８,０００円となっており、

単年度収入は５４５万７,０００円の黒字となっております。平成２１年度から歳出額が増加の

傾向にあり、特に２３年度において前年度に比べ７,７１４万１,０００円の増で、今後もこの状

況が持続すると推測されます。 

 それから、２０ページは表を見ていただきたいと思います。 

 それから、２１ページの国保税収納の状況です。 

 平成２３年度の収入済額は１億５,３９８万６,９９７円で、前年度と比べ１,１１４万

８,６６３円の増となっております。収納率は８５.３％で、前年度と比べ４.５％の増でありま

す。 

 収入未済額については１,９２５万２,２０９円であり、前年度の２,８５２万８,６５５円から

９２７万６,４４６円の減となっているが、このうち７３５万９,７４９円は、不納欠損処理され
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ております。 

 不納欠損処理の内訳は２２ページに表示しております。国保税の不納欠損内訳、不納欠損額は

７３５万９,７４９円であり、理由として、Ｂの主な理由です。Ｂがですね。それから、欠損処

理の経過の確認をしたところ、地方税法を踏まえ、やむを得ないものと認めました。残りの滞納

債権については、さらなる万全の策を講じ、連鎖的に滞納を助長させないよう最善の努力を望む

ところでございます。 

 それから、歳出、２３ページです。 

 平成２３年度の国保歳出総額は８億１,８３３万８,０００円となっており、昨年度と比べると

７,７１４万１,０００円の増となっています。保険給付費については、前年度と比べ７,３５６万

４,０００円と１５％の増となっており、宮崎県内の市町村の中で一番の伸び率となっておりま

す。 

 それから、２４ページの国保保険給付費内訳及び推移。保険給付費の内訳は上記のとおりでご

ざいます。 

 療養諸費は、前年度と比較して４,９２９万２,０００円の増。高額療養費は２,５７１万

１,０００円の増となっております。保険税が減収する中、医療費は増加しており、今後財源の

確保が厳しい状況となることが予想されます。健康診断等の受診率向上指導に努め、医療費の削

減に向けたさらなる取り組みをお願いしたいと思います。 

 それから、２５ページ、簡易水道特別会計。 

 平成２３年度の決算額は表のとおりでございます。歳入総額１億２,２２４万８,０００円、歳

出総額１億１,３７６万３,０００円で歳入歳出差し引き８４８万４,０００円となっており、前

年度実質収支を差し引いた単年度収支は２５１万５,０００円の赤字となっています。これは積

立金が１,２５３万８,０００円を控除した実質単年度収支については１,００２万２,０００円と

黒字になっております。 

 それから、２６ページは見ていただければいいと思います。 

 それから、２７ページの水道使用料の収納状況、真ん中です。 

 平成２３年度の水道使用料の収入済額は８,２６４万２,４４０円で、前年度の８,２５１万

９,４９１円と比べ１２万２,９４９円の増であった。収入未済額は１６０万２,９８５円で、前

年度と比べ４０万５,９２７円の減となっており、徴収率は９８.１％となり、前年度と比べ

０.５％の増となっております。水道使用料の督促手数料、収入未済額は７万４,４００円であり

ました。 

 あとの２８ページまで、数字を見ていただければよろしいかと思います。それから、２９ペー

ジまでです。 
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 それから、３０ページにおきまして、下水道特別会計。 

 平成２３年度の決算額は表のとおりでございます。歳入総額２億２,７９４万２,０００円、歳

出総額２億２,１８９万７,０００円で、歳入歳出差し引き６０４万４,０００円となっており、

実質収支は６０４万４,０００円であるが、前年度実績収支を差し引いた単年度収支は９０万

１,０００円の赤字となっております。 

 ３１ページはごらんになっていただきます。 

 それから、３２ページの下水道使用料収納状況、真ん中でございます。 

 平成２３年度の下水道使用料は２,４８６万６,７８７円であり、前年度の２,１７４万

１,６５１円と比べ３１２万５,１３６円の増となっております。収入未済額は２９万５,３０３円

で、前年度の４１万４,０１３円に比べ１１万８,７１０円の減となっており、収納率は

９８.８％となっております。 

 ３３ページも見ていただければわかると思います。 

 それから、３４ページ、介護保険特別会計。 

 平成２３年度の決算額は表のとおりでございます。歳入総額は５億１,８９３万円、歳出総額

は５億８１万６,０００円で、歳入歳出差し引き１,８１１万３,０００円となっています。実質

単年度収支は７５１万円の赤字となっています。 

 それから、３５ページは見ていただきたいと思います。 

 ３６ページの真ん中で、介護保険料収納の状況。 

 介護保険料収入額は７,６３４万３００円であり、前年度と比べ１１６万４,１００円の減であ

りました。収入未済額については２６８万６００円であり、前年度の２５０万８,０００円と比

べ１７万２,６００円の増であります。収納率は、滞納繰り越し分の収納率の減により、全体と

して９６.３％と前年度と比べ０.４％の減となっております。 

 次のページの３７ページは見ていただきたいと思います。３８ページも見ていただきたいと思

います。 

 それから、３９ページ、介護保険特別会計。 

 平成２３年度の決算額は上の表のとおりでございます。歳入総額８２９万３,０００円、歳出

総額７５０万１,０００円で歳入歳出差し引き７９万１,０００円となっており、前年度実質収支

を差し引いた単年度収支は１１６万７,０００円の赤字となっております。 

 あと４０ページはごらんになっていただきたいと思います。４１ページも同じです。 

 それから、４２ページの後期高齢者医療特別会計。 

 平成２３年度の決算額は上の表のとおりでございます。歳入総額５,６３３万８,０００円、歳

出総額５,５１４万１,０００円で、歳入歳出差し引き１１９万７,０００円となっており、前年
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度実質収支を差し引いた単年度収支は２０万１,０００円の赤字となっております。 

 ４３ページは見ていただきたいと思います。 

 ４４ページの後期高齢者医療保険料収納状況。 

 平成２３年度の保険料収入額は２,８３７万３,４００円であり、前年度の２,７６１万

６,２００円と比べ７５万７,２００円の増であった。不納欠損額、収納未済額はなく収納率

１００％であり、徴収の努力の成果が見られました。 

 ４５ページも見ていただければわかると思います。 

 以上、これで特別会計も報告を終わります。 

 それから、最終の４６ページの結び。 

 平成２３年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並びに基金の運用状況、財産の管理状況に

ついて審査した結果、それぞれの予算はその目的に沿って効率的に執行され、おおむね所期の目

的を果たしているものと認められました。また、各会計決算及び基金とともに計数に誤りはなく、

関係諸帳票、証拠書類も整備されていることを認めました。 

 それから、先ほど町長さんがおっしゃいました真ん中の今後の町債の削減、歳出削減に努め、

財政健全化を図っていかなければならないというようなことも加えてお願いしたいと思います。 

 それから、下の方に。以上、２３年度の決算の状況について述べましたが、一般的に県内市町

村も増税の中、本町は介護保険料は据え置きとなっております。今後、消費税や復興税など増税

が今後において諸々住民負担が一段と高まる。さらなる努力で住民にきめ細かい丁寧な説明責任

等地域サービスの向上を願うものであります。 

 以上、一般会計、特別会計の決算報告をいたしました。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政治）  代表監査委員の決算審査報告が終わりました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２１．決算審査特別委員会の設置及び委員の選任 

○議長（甲斐 政治）  日程第２１、決算審査特別委員会の設置及び委員の選任を議題といたしま

す。 

 お諮りいたします。議案第４７号平成２３年度木城町一般会計歳入歳出決算認定についてから

議案第５２号平成２３年度木城町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については、１０人

の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査をすることにいたしたいと

思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第４７号平成２３年度木城町一
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般会計歳入歳出決算認定についてから、議案第５２号平成２３年度木城町後期高齢者医療特別会

計歳入歳出決算認定については、１０人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに

付託して審査することに決定いたしました。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、委

員会条例第６条第１項の規定によって、議長が会議に諮って指名することになっております。委

員には、後藤和実君、堀田燧幸君、原博君、税田輝房君、神野源生君、山田秋吉君、宮﨑勝正君、

中竹義一君、中村一也君、そして議長、甲斐政治を指名したいと思います。これにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  ご異議なしと認めます。したがって、決算審査特別委員会の委員は、後藤

和実君、堀田燧幸君、原博君、税田輝房君、神野源生君、山田秋吉君、宮﨑勝正君、中竹義一君、

中村一也君、そして議長甲斐政治の１０名を選任することに決定いたしました。 

 ここで、委員会条例第７条の規定により、決算審査特別委員会を開催し、委員長、副委員長を

互選していただきますので、１０分間の休憩といたします。 

午前10時12分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時21分再開 

○議長（甲斐 政治）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 決算審査特別委員会の委員長、副委員長が互選されましたので、その結果を報告いたします。

決算審査特別委員会委員長に原博君、副委員長に山田秋吉君が互選されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２２．委員会付託の省略 

○議長（甲斐 政治）  日程第２２、委員会付託の省略を議題といたします。 

 お諮りいたします。議案第５７号から議案第５９号については、会議規則第３９条第３項の規

定によって、委員会付託を省略することにいたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第５７号から議案第５９号につ

いては委員会の付託を省略することに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２３．議案に対する質疑 

○議長（甲斐 政治）  日程第２３、議案に対する質疑を行います。 

 これより提案されました議案第４４号から議案第５９号に至る議案の一議案ごとの質疑を行い
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ます。 

 まず、委員会の付託を省略することに決定いたしました議案第５７号から議案第５９号につい

て質疑を行い、議案第５７号については、討論、採決は最終日に行うこととし、議案第５８号、

議案第５９号については、日程を繰り上げ、討論、採決まで行うことといたします。なお、採決

は起立によることといたします。 

 次に、議案第４４号から議案第５６号については総括質疑といたします。ただし、議案第

４７号から議案第５２号の決算認定６件については、決算審査特別委員会において全員で審査を

いたしますので質疑を省略いたします。 

 まず、議案第５７号教育委員会委員の任命についてを議題といたします。議案第５７号に対す

る質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する質疑を終わります。 

 これより議案第５８号、議案第５９号に対する質疑、討論、採決を行います。なお、採決は起

立によって行います。 

 まず、議案第５８号工事請負契約についてを議題といたします。議案第５８号に対する質疑は

ありませんか。２番。 

○議員（２番 堀田 燵幸君）  当初の予算が、工事が３億８,６６３万２,０００円ということで、

９,０００万円程度減額になっておりますが、今回のこの入札の中に当初の事業計画といいます

か、事業内容は全て入っているのかどうかお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（甲斐 政治）  企画課長。 

○企画課長（渕上 達也君）  今回の入札におきましては、全て入っているわけではありません。

今回、大きな工事につきましては、町外の大きな業者に発注予定でありますが、中の小さい工事

とか、あるいはサウナ、そういったものに関しては、町内の業者にも発注できるものであります

ので、分割して発注する予定であります。 

○議長（甲斐 政治）  ほかに質疑はありませんか。３番。 

○議員（３番 原   博君）  今回の入札については、どういう部分が入ってるんですか。大体、

予定額として決めてた部分のどれぐらいなのか。パーセント。 

○議長（甲斐 政治）  企画課長。 

○企画課長（渕上 達也君）  済みません。大きなものとして主に屋根の改修、それから外のバー

デゾーンといいますか、屋外の浴槽の改修。それから、主に昇温施設というチラーです。チラー

の機械改修。それから、ろ過器そういったものが入っております。 
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○議員（３番 原   博君）  予定額で――どのくらい…… 

○企画課長（渕上 達也君）  設計金額といたしまして３億６,５００万円という形で上げており

ます。 

○議長（甲斐 政治）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  以上で、議案に対する質疑を終わります。 

 これより議案第５８号に対する討論、採決を行います。本案に対する反対の討論はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  賛成の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  討論がありませんので採決に入ります。本案は原案のとおり承認すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政治）  賛成全員。したがって、本案は可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第５９号工事請負契約についてを議題といたします。議案第５９号に対する質疑は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  質疑なしと認めます。 

 これより議案第５９号に対する討論、採決を行います。本案に対する反対の討論はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  賛成の討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  討論がありませんので採決に入ります。本案は原案のとおり承認すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（甲斐 政治）  賛成全員。したがって、本案は可決することに決定いたしました。 

 これより議案第４４号から議案第４６号及び議案第５３号から議案第５６号に対する総括質疑

を行います。 

 まず、議案第４４号木城町税条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。

議案第４４号に対する総括質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第４５号道路占用料徴収条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたし

ます。議案第４５号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第４６号宮崎県後期高齢者医療広域連合規約の変更についてを議題といたします。

議案第４６号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第５３号平成２４年度木城町一般会計補正予算（第２号）を議題といたします。議

案第５３号に対する総括質疑はありませんか。３番。 

○議員（３番 原   博君）  １９ページです。財政調整基金費で１億７,７９９万９,０００円

出てますが、これについての説明をお願いします。 

○議長（甲斐 政治）  財政課長。 

○財政課長（田中 義彦君）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 これは財政調整基金に１億８,０００万円、いわゆる歳入が税で３億ありましたので、その余

剰分ということで、一応基金に積むということで提案しております。 

 以上です。 

○議長（甲斐 政治）  ほかに質疑はありませんか。３番。 

○議員（３番 原   博君）  ２９ページですが、所管でまた詳しく聞きますけど、町長がいら

っしゃるんで聞きます。 

 工事請負費２,８３０万円ですが、これについては当初じゃなくて補正で上がってきたんです

が、それについての説明をお願いします。 

○議長（甲斐 政治）  環境整備課長。 

○環境整備課長（間卋田辰郎君）  これについては、現在木城町の人口がどんどん減少しておりま

して、今、国勢調査の段階では５,１７０人ほどいたんですけども、５,１５０人と。やがて

５,０００人を切るんじゃないかと、そういった対策で、そういった定住向けの住宅をつくりた

いと。そういったことで３戸の住宅建設を予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（甲斐 政治）  ほかに質疑はありませんか。２番。 

○議員（２番 堀田 燵幸君）  ２５ページになると思いますが、商工振興費です。１,０００万
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円補正でプレミアム券の分だと思いますが、大いに結構だと思いますが、問題は前期分の

１,２５０万円が、相当、当初の計画よりも売れ残ったと。現在は完売しているのかどうか。 

 それから、なぜ期間がこれだけ長く延びて消化しなければならなかったのかというのがわかっ

ておれば。 

 それともう一つ、昨年分のプレミアム券の換金率、１００％ではないということですが、いわ

ゆる補正での戻しが、補助金戻しが発生しておるのかどうか、今回の分で。それをお聞きしたい

と思います。 

○議長（甲斐 政治）  企画課長。 

○企画課長（渕上 達也君）  済みません。前期のまずプレミアム商品券についてお答えしたいと

思います。販売状況におきましては全て完売したということで。 

 長く延びたことにつきましては、以前のプレミアム商品券の販売におきまして、並んだけれど

も前の人が代理購入して自分のところに回ってこなかったというような不満が非常に出ました。

それで、今回は代理購入を認めないと。ただし家族の分については購入を認めるという形でやっ

た結果、３日までに町が出した１,０００万円の分のプレミアム商品券については全て売り切っ

たという形です。 

 そして、口蹄疫の補助をもらいまして商工会が独自に金額を増しておりますプレミアム商品券

についての部分が今回の分で残ったということです。 

 私たちが考えるには、そういった不満がなくて、ある程度の期間を置いて、購入を希望する全

ての人に行き届いたというふうなことで考えると、期間が延びたことは決してマイナスじゃなか

ったと思っております。 

 以上です。（発言する者あり） 

 済みません。それから、昨年度のプレミアム商品券について、換金率は１００％ではございま

せんでした。その分については、本町から１,０００万円の補助金を出しておりますので、それ

の換金率に伴います未換金率の補助金の分を町に差し戻しさせていただいております。 

○議員（２番 堀田 燵幸君）  入ってるんですか。この補正の金額。 

○企画課長（渕上 達也君）  昨年度の分については、昨年度の実績報告の段階でもう補助金を減

らしております。 

○議長（甲斐 政治）  ２番。 

○議員（２番 堀田 燵幸君）  １,０００万円は出してありますでしょう。いわゆる実績報告が

ある前に１,０００万円は出して、３月３１日で締め切った段階で換金率計算するんですから、

当初から換金率がわかっているわけじゃないから１,０００万円を事前に商工会に渡して、そし

て最終結果これだけになって、残りがこれだけになりましたと返すのが補助金の質のあり方でし
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ょう。 

○議長（甲斐 政治）  企画課長。 

○企画課長（渕上 達也君）  補助金は２回に分けて２,０００万円出しておりますが、実績報告

の段階でまだ歳入歳出の会計を閉じておりませんので、その分で１,０００万円に対する補助金

を未換金の部分についてのプレミアム率の分だけ町に返してもらってるという形で、補正という

形ではなくて、歳入をうちのほうに戻入という形で決算をしております。 

○議員（２番 堀田 燵幸君）  だから、それは、戻ってきた分は、今回の補正の中には入ってな

いんですかということを聞いている。入ってなければ…… 

○企画課長（渕上 達也君）  昨年の段階でもう返ってきておりますので、補正では入っておりま

せん。 

○議長（甲斐 政治）  ２番。 

○議員（２番 堀田 燵幸君）  昨年の３月３１日までなんですよ、使用期限が。昨年度に入るわ

けないでしょう。換金率が３月３１日以降に締めてみらんとわからんわけだから。 

 ちなみに商工会の報告見ますと、後期の分については９９８万１,７５０円ですから、金額は

わずかなんです、返ってくるのは。今回の補正の中に補助金減額というのが２万３,０００円あ

ったから、これかなと思いましたけれども、これでも金額が合わないから質問をしたまでのこと

であります。 

○議長（甲斐 政治）  企画課長。 

○企画課長（渕上 達也君）  済みません。３月３１日までのやつですけれども、出納閉鎖期間中

が５月３１日までありますので、その２カ月の中で実績報告を出して歳入と歳出の決算をしたと

いうことで、今回の補正ではなくて、２３年度中に返還を求めております。 

○議長（甲斐 政治）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  以上で、本案に対する総括質疑を終わります。 

 次に、議案第５４号平成２４年度木城町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題とい

たします。議案第５４号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第５５号平成２４年度木城町下水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題といた

します。議案第５５号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  質疑なしと認めます。 
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 次に、議案第５６号平成２４年度木城町介護保険特別会計補正予算（第１号）を議題といたし

ます。議案第５６号に対する総括質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  質疑なしと認めます。 

 以上で、議案第４４号から議案第４６号及び議案第５３号から議案第５６号に対する総括質疑

を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２４．各常任委員会・特別委員会議案審査付託 

○議長（甲斐 政治）  日程第２４、各常任委員会・特別委員会議案審査付託を議題といたします。 

 お諮りいたします。第４回木城町議会定例会に付議されました議案の審査については、お手元

に審査日程表が配付してあります。このとおりおのおのの案件を各常任委員会、特別委員会に審

査を付託し、本会期中にその審査結果を求めたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（甲斐 政治）  ご異議なしと認めます。したがって、議案第４４号から議案第５６号に至

る議案については、各常任委員会、特別委員会に審査付託をすることに決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２５．散会 

○議長（甲斐 政治）  日程第２５、散会。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。あす８日から９日までは休会、１０日、月曜日

は本会議、午前９時開議で一般質問となっています。 

 本日はこれで散会といたします。 

 議員の方は控室にお願いいたします。 

○事務局長（中村 宏規君）  皆様、ご起立ください。一同、礼。ご苦労さまでした。 

午前10時38分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 
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